
令和６年度がん化学療法と地域連携に係る研修会 

共催 山口大学医学部附属病院薬剤部 

  （一社）宇部薬剤師会     

 日時 令和５年１２月１６日（月）１９時３０分～２０時３０分 

場所 宇部市総合福祉会館 ２階 ボランティア交流ホール（大） 

（宇部市琴芝町二丁目 4 番 20 号） 

※ 本研修会は研修単位の付与はありません。 

※ 参加対象は山口県薬薬剤師会の会員とします。 

≪内容≫ 

 〇 演題１『服薬情報提供書の活用と課題～いつも FAX ありがとうございます〜』 

講師  山口大学医学部附属病院 薬剤部       宗岡 祐輔 先生 

 

 〇 演題２『全国における薬剤師外来の最新の情報』 

講師  山口大学医学部附属病院 薬剤部       利重 大介 先生 

 

 〇 演題３『薬剤師外来の現在と今後の展望』 

講師  山口大学医学部附属病院 薬剤部 主査    尾﨑 正和 先生 

 〇 質疑応答 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 令和６年度がん化学療法と地域連携に係る研修会参加申込書 

 （開催日：令和６年１２月１６日） 

所属先（薬局名等） 氏   名 

  

  

  

申込先：宇部薬剤師会事務局  ＦＡＸ番号：０８３６－３６－８９３０  

締め切り ：令和６年１２月１０日（火) 



服薬情報提供書
の活用
と課題
〜いつもFAXありがとう
ございます〜

山口大学医学部附属病院薬剤部

宗岡祐輔





服薬情報提供書
(トレーシングレポート)





服薬情報提供書
(トレーシングレポート)

お願い
・細めのペンで記載を

・「あり」をチェックしたら
Grade表記をお願いします。



報告件数の推移
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服薬情報提供書
(トレーシングレポート)



＜その他＞の欄から

•オキサリプラチン減量でしたが、痺れは以前よ
り少し強まったそうです。特に手の指先の痺れ
が強くなったそうです。（一部抜粋）

•神経障害は大きな変化はない様ですが、少しず
つは強くなっているのか痛みが⾧く続いている
ので苦痛が大きくなっているのか不明です。夜
は熟睡されていません。○○医師にその事をお
伝えいただけないでしょうか。前回もレポート
に記載致しましたが湿布薬やアンメルツの類は
気休めにならないでしょうか。（一部抜粋）



化学療法誘発性末梢神経障害
（CIPN）



化学療法誘発性末梢神経障害
（CIPN）

がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライン 2023年版
（一部抜粋）



オキサリプラチン

•投与直後から起こる急性障害と慢性障害がある。
•急性障害は寒冷刺激により増悪する四肢末端や
口唇周囲の知覚異常を特徴とし、一過性の嚥下
困難や呼吸困難が出現することがある。

•急性障害は数日以内でほとんど消失する。
•慢性障害は数ヶ月から数年継続することもある。
•投与量が800mg/m2を超えると、感覚性の機能
障害を伴う神経障害の頻度が高くなる。

がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライン 2023年版
（一部抜粋）



オキサリプラチン

•患者に対しては、これらの末梢神経症状、咽頭
咽喉感覚異常は特に低温への曝露により誘発ま
たは悪化すること、オキサリプラチンの投与ご
とに現れるが多くは自然に回復することを十分
説明するととともに、投与後１週間程度は冷た
い飲み物や氷の使用を避け、低温時には皮膚を
露出しないよう指導する。

•予防や治療として有効性が確かな薬剤は知られ
ていない。

がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライン 2023年版
（一部抜粋）



がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライン 2023年版
（一部抜粋）



がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライン 2023年版
（一部抜粋）



全国における薬剤師外来の最新の情報

山口大学医学部附属病院薬剤部 利重大介

2024.12.16



薬剤師外来における最新の情報

• ステロイドスペアリング



ステロイドスペアリングについて

ステロイドスペアリングとはステロイドの副作用を軽減する目
的で化学療法において2日目以降の経口ステロイドを省略するこ
と

1日目 2日目以降

DEX



高度催吐リスクレジメンにおける制吐療法

5-HT3拮抗薬

経口NK1受容体拮抗薬
(mg)

または

day1 day2 day3 day4 day5

静注NK1受容体拮抗薬

デキサメタゾン(mg)

オランザピン(mg)

125 80 80

9.9 8 8 8

5 5 5 5



中等度催吐リスクレジメンにおける制吐療法

5-HT3拮抗薬

day1 day2 day3 day4 day5

デキサメタゾン(mg) 9.9 8 8

5-HT3拮抗薬

経口NK1受容体拮抗薬
(mg)

または

静注NK1受容体拮抗薬

デキサメタゾン(mg)

125 80 80

4.95(3.3) 8 8



• 催吐リスク高度のレジメンを施行されている患
者で糖尿病の併存症があれば、オランザピンの
代替案としてハロペリドールを提案させて頂い
ている。

ステロイドの施用要否について
はどう考えるべきか



ガイドラインでは

●高度催吐性リスク抗がん薬のうち、AC 療法にお
いては、悪心・嘔吐予防としてデキサメタゾン投
与期間を 1 日に短縮することを弱く推奨する。

●中等度催吐性リスク抗がん薬による悪心・嘔
吐予防として、5-HT3 受容体拮抗薬にパロ ノセ
トロンを投与する場合には、デキサメタゾン投
与期間を 1 日に短縮することを強く推奨する。

制吐薬適正使用ガイドライン 2023年10月改訂 癌治療学会 金原出版 より引用

●血糖上昇抑制を評価した研究は無し



60代 男性 上行結腸癌 StageⅣ（肝転移）
RAS・BRAF：野生型
UGT1A1： 野生型
既往症：高血圧、2型糖尿病

使用中の血糖降下薬
●シタグリプチン50㎎錠

1日1回 1回1錠 朝食後

●インスリンプロ注射液(遺伝子組み換え）
食直前 血糖200を超えた時に2単位施行



化学療法

２nd :FOLFIRI+PANI(催吐リスク中等度の扱い）

PANI l-LV

IRI

5-FU(急速） ５-FU(持続)

1日目 2日目、3日目

外来 自宅

PANI：パニツムマブ
l-LV:レボホリナート

休薬

IRI:イリノテカン
5-FU:フルオロウラシル

制吐療法
1日目

パロノセトロン

デキサメタゾン

2、3日目

デキサメタゾン
(内服)



介入前の状態(2ndの化学療法を複数回施行）

●随時血糖(平均値)が227.5㎎/dl、200㎎/dlを超過した頻度54.2%、
HbA1cが7.8%で血糖コントロール不良
●悪心嘔吐症状なし

●悪心嘔吐はパロノセトロンでカバー可能

●ステロイドスペアリングで血糖改善の可能性あり

トレーシングレポートにて2，3
日目のステロイドを省略提案

●HbA1cは6.9%、200を超える頻14.2%、随時血糖(平均値)が156.9㎎/dlで血糖コ
ントロール改善

●悪心嘔吐症状なし



まとめ

ステロイドスペアリングについて血糖上昇抑制効
果においてエビデンスは無い。

そんな中で、熟考・提案され、血糖改善につな
がった症例発表は今後提案する上で参考にしたい
と考えている。

エビデンスが無い以上、極端な症例ではないと提

案に繋げ難いと思うため、エビデンスの構築が必
要と考える。



薬剤師外来の現在と今後の展望

山口大学医学部附属病院 薬剤部
尾﨑 正和



そもそも薬剤師外来とは？

のため



そもそも薬剤師外来とは？



そもそも薬剤師外来とは？

タスクシフト / シェアの推進



タスクシフト / シェアは何がいいの？

医師の負担軽減 薬剤師への
業務移管

タスクシフト / シェア

医師の専門性
の本領発揮

薬剤師の専門性
の本領発揮



そもそも薬剤師外来とは？

前にも似たようなことがあったような？



そもそも薬剤師外来とは？

2010年

14年前にも
同じようなこと
言ってたな！



そもそも薬剤師外来とは？

厚生労働省: チーム医療の推進について
(チーム医療の推進に関する検討会報告書) 
2010．



病棟薬剤業務実施加算！

院内の体制は充実したが・・・

なかなかスタートを
切れない・・・



院外への連携充実のために

2020年
連携充実加算



連携充実加算の新設



特定薬剤管理指導加算 2の新設



CapeOX療法
CapeOX療法 + Bmab療法
TAS-102 + Bmab療法
ニボルマブ療法 （４週毎／２週毎）
mFOLFOX6 + Bmab療法
FOLFIRI + Ram療法
SOX + Nivo療法

当院の対象レジメン



患者来院 医師診察
連携充実加算用
提供文書作成

薬剤師医師

当院の連携充実加算の流れ

薬剤師面談

DIセンター 保険薬局

活用 トレーシング
レポート



薬剤師外来の効果

医師の働き方改革に繋がってる？

保険薬局との連携で
がん治療の質は
上がっているけど・・・



がん薬物療法体制充実加算の新設



薬剤師外来の今後の展望



特定薬剤管理指導加算 2の期待

・
・
・



「薬剤師外来」のワードが含まれる演題数

薬剤師外来に関する動向

演題



トレーシングレポートの重要性

「トレーシングレポート」のワードが含まれる演題数

演題



特定薬剤管理指導加算 2の期待

・
・
・

トレーシングレポート



まとめ

がん薬物療法
体制充実加算

医師診察

連携充実加算

トレーシング
レポート

新たに仲間
入り

これが重要

真のタスクシフト / シェア推進



薬剤師外来の現在と今後の展望
のために

是非ともご協力をお願いします


